
　自由探査団の宇宙船操縦士マクシム・カンメラーが、船の故障で不時着したのは、
未知の惑星サラクシだった。惑星北部は〈知られざる父たち〉が支配する国で、そこ
では〈塔〉の発する光線で住民の意識が操作されている。光線の支配を受けること
なく超能力を発揮するマクシムは、惑星の住人であるガイたちとともに、〈塔〉の支配
から住民を解き放つため、〈父たちの国〉に戦いを挑む。その結果、マクシムが知る
こととなった〈父たちの国〉建国の真相とは何か。
　「自由からの逃走」を問いかける原作小説を書いたのは、ソ連 SF最大の作家スト
ルガツキー兄弟。本作は、その小説世界を本格的に映像化したSF大作である。

2009年／ロシア／103分／ビデオプロジェクターによる上映、日本語字幕付き
出演＝ワシーリー・ステパーノフ、ピョートル・フョードロフ、ユーリヤ・スニギリ
監督＝フョードル・ボンダルチュク／脚本＝エドゥアルド・ヴォロダルスキー、マリーナ・ジャーチェンコ、
セルゲイ・ジャーチェンコ／音楽＝ユーリー・ポテーエンコ／美術＝ヴィクトル・シメリョフ／撮影＝マク
シム・オサチー=コルィトコフスキー／製作＝アレクサンドル・ロドニャンスキー、セルゲイ・メリクーモフ
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11月20日（土）14:00開会
会費　500円（日本ユーラシア協会会員 300円）

会場

日ソ会館２F
世田谷区経堂1-11-2　☎ (03) 3429-8231
主催・問い合わせ先　日本ユーラシア協会


